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はじめに 

 

本書は運用管理装置ＰＭＡＮモデル５０／１００のマニュアルです。 

 

■ 本書の目的 

本書では、ＣＯＭ管理コンソール／ＴＥＬＮＥＴ管理コンソールより、運用管理装置ＰＭＡＮモデル５０／１

００に対して設定、情報の表示、装置のリセット等を行うためのコンソールコマンドについて記述しています。 

 

■ 本書の対象者 

・ 本装置を使用して運用管理を行う管理者の方 

・ 本装置を使用したシステムの構築を行う方 

 

■ 本書の構成 

１． 概要 

コンソールコマンドの概要について説明します。 

 

２． コマンド一覧 

コンソールコマンドの一覧を示します。 

 

３． コマンド詳細 

各コンソールコマンドの詳細について説明します。 
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■ 関連マニュアル 

以下の資料を参照する事により、本書をより深く理解する事が出来ます。 

 

 「POW-FFC-E-0030 運用管理装置ＰＭＡＮモデル５０／１００ スタートアップガイド」 

 「POW-FFC-E-0031 運用管理装置ＰＭＡＮモデル５０／１００ ユーザーズガイド」 

 「LA91001-0184 運用管理装置ＰＭＡＮモデル１００ 取扱説明書」 

 「LA91001-0202 運用管理装置ＰＭＡＮモデル５０ 取扱説明書」 

 「LA91001-0185 コンセントボックス１ 取扱説明書」 
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第１章 概要 
 

 

 運用管理装置ＰＭＡＮモデル５０／１００（以降、「ＰＭＡＮ装置」と呼びます）は、ＣＯＭ管理コンソール、

ＴＥＬＮＥＴ管理コンソール、およびＷｅｂブラウザより設定、情報の表示、装置のリセット等を行う事ができま

す。 

 このうち、ＣＯＭ管理コンソール、およびＴＥＬＮＥＴ管理コンソールは、共通のコマンドラインインタフェー

ス（以降、「コンソールコマンド」と呼びます）を持っています。 

 

１.１ ＣＯＭ管理コンソール 
ＰＭＡＮ装置前面のＣＯＮＳＯＬＥポートと接続して、ターミナルソフトウェアを介して設定します。 

コンソール端末、ＲＳ－２３２Ｃ（９ピン）クロスケーブルが必要です。 

 

１.２ ＴＥＬＮＥＴ管理コンソール 
ＰＭＡＮ装置にＴＥＬＮＥＴクライアントから接続して設定します。 

ＴＥＬＮＥＴ端末が必要です。 

 

１.３ ＣＯＭ管理コンソールとＴＥＬＮＥＴ管理コンソールの共通点 

 

１.３.１ ＰＭＡＮ装置へのログイン 
コンソールコマンドを使用するには、各管理コンソールからＰＭＡＮ装置にログインする必要があります。ログ

イン方法を以下に示します。 

 

① ＣＯＭ管理コンソール、またはＴＥＬＮＥＴ管理コンソールをＰＭＡＮ装置に接続すると、コンソール画

面に ”UserName : ”と表示されます。ＰＭＡＮ装置に登録してあるユーザIDを入力し、リターンキーを

押下してください。 

② 次にコンソール画面に ”Password : ”と表示されます。ユーザIDに対応するパスワードを入力し、リタ

ーンキーを押下してください。 

※パスワード入力時には、画面にエコーバックがありませんので、注意してください。 

③ 正しいユーザIDとパスワードを入力したのならば、コンソール画面に コマンドプロンプト”>”が表示さ

れます。 

 

１.３.２ コマンドの書式 
コンソール画面に コマンドプロンプト”>”が表示されていれば、コンソールコマンドを実行することができま

す。コンソールコマンドの一般的な書式を以下に示します。 

 

 [コマンド名]（ [引数]（,[引数2]（,[引数3]…））） 

 引数が必要なコマンドでは、コマンドと引数の間を’ ’（スペース）1個で区切ります。 

 引数が複数あるコマンドでは、各引数の間を’,’（カンマ）で区切ります。引数と’,’の間は必ず詰めて指定

します。 

 

個々のコマンドとその書式については、２章以降に記述します。 
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１.３.３ 多重ログイン制限 
既に誰かＣＯＭ管理コンソール、またはＴＥＬＮＥＴ管理コンソールからＰＭＡＮ装置へログインしている間は、

他のＣＯＭ管理コンソール、またはＴＥＬＮＥＴ管理コンソールからＰＭＡＮ装置へログインすることはできませ

ん。 

また、ＣＯＮＳＯＬＥポートにＲＳ－２３２Ｃケーブルを物理的に再接続した場合は、接続中のＴＥＬＮＥＴ管

理コンソールは切断されＣＯＭ管理コンソール接続を優先します。 

 

１.３.４ タイムアウトによる自動ログオフ 
各管理コンソールへの入出力が途絶えて１０分以上経過するとコンソール画面に ”Log off”と表示され、ＰＭ

ＡＮ装置から自動的にログオフします。 

 

１.４ ＣＯＭ管理コンソールとＴＥＬＮＥＴ管理コンソールの相違点 

 

ＴＥＬＮＥＴ管理コンソールからは、下記のコンソールコマンドは使用できません。 

 

ＴＥＬＮＥＴ管理コンソールから使用不能なコマンド…WSCONNECT, TELNETCUT 
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第２章 コマンド一覧 
 

 以下にコンソールコマンドの一覧を示します。 

 

２.１ 設定系コマンド 

 

表１．１ 設定系コマンド一覧（１／２） 

コマンド名 内容 実行可能 

ユーザ権限 

SETAPON アプリケーション電源投入に関する設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETAPOFF アプリケーション電源切断に関する設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETCOM サーバ通信用シリアルポートの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETFRONTSW 

（ＰＭＡＮモデル５０のみ） 

電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチに関する設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETHARD ハードウェアに関する設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETLAN 装置ネットワークの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETNTP 時刻同期機能に関する設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETOUTLET 各コンセントに対する設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSCRIPT WS サーバに対して行われるシャットダウン動作

に対して使用されるスクリプトの設定を行う 

ROOT 

ADMIN 

SETSNMPTRAP SNMPトラップの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSNMPCOMMUNITY SNMPコミュニティの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSNMPNAME SNMP にて使用する、装置設置場所および、連絡

先の設定を行う 

ROOT 

ADMIN 

SETSNMPACCESS SNMPアクセス許可アドレスの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETUSER ユーザの登録、変更、削除を行う ROOT 

ADMIN 

SETUPS UPSに関連する設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETUPSIF UPS 装置インタフェース接続に関する設定を行

う 

ROOT 

ADMIN 

SETTIME 時刻の設定を行う ROOT 

ADMIN 

ROOT ＝ルートユーザ 

ADMIN＝管理ユーザ 
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表１．２ 設定系コマンド一覧（２／２） 

コマンド名 内容 実行可能 

ユーザ権限 

SETTELVALID  TELNET透過通信接続に関する設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETWATCH サーバに対して行われる監視設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSDLPATTERN スケジュール運用パターンの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSDLDAY 特定日スケジュールの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSDLWEEKLY 週間スケジュールの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSDLHOLIDAY 平日／休日スケジュールの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSDLFOLLOW スケジュール追従有無の設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETSDLVALID スケジュール有効／無効の設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETUPSRESTORE UPS復電処理モードの設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETWATCHSTART サーバ監視処理の開始条件設定を行う ROOT 

ADMIN 

SETNFB 

（ＰＭＡＮモデル１００のみ） 

コンセントボックススイッチ OFF 検出時の処理

モードの設定を行う 

ROOT 

ADMIN 

 

ROOT ＝ルートユーザ 

ADMIN＝管理ユーザ
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２.２ 実行系コマンド 

 

表１．１ 実行系コマンド一覧 

コマンド名 内容 実行可能 
ユーザ権限 

ALLGET  運用管理装置内に設定されている情報を取得す

る 

ROOT 

ADMIN 

ALLSET ALLGET コマンドにて取得された設定情報を運用

装置に反映させる 

ROOT 

ADMIN 

DEFAULT 設定を工場出荷時の状態に戻す ROOT 

ADMIN 

DUMP 運用管理装置内のダンプ表示を行う ROOT 

HELP コマンドの一覧を表示する ROOT 

ADMIN 

USER 

LOGCLR 運用ログのクリアを行う ROOT 

ADMIN 

LOGOFF 管理コンソールのログオフを行う ROOT 

ADMIN 

USER 

LOGVIEW 運用ログの表示を行う ROOT 

ADMIN 

USER 

POWER 各コンセントの電源投入/切断を行う ROOT 

ADMIN 

RESET 運用管理装置を再起動する ROOT 

ADMIN 

SAVE 設定系コマンドにて設定された項目を運用管理

装置内の不揮発メモリに記録する 

ROOT 

ADMIN 

WSCONNECT 

（ＣＯＭ管理コンソール専用コマンド）

各コンセントに接続されているサーバ（WS、周

辺機器）に対して透過通信を開始する 

ROOT 

ADMIN 

TELNETCUT 

（ＣＯＭ管理コンソール専用コマンド）

実行されている透過通信の切断を行う ROOT 

ADMIN 

TRACE ユーザトレース機能のON/OFFを行う ROOT 

ADMIN 

VIEW 設定情報の表示を行う ROOT 

ADMIN 

USER 

SDLCLEAR スケジュール設定のクリアを行う ROOT 

ADMIN 

 

ROOT ＝ルートユーザ 

ADMIN＝管理ユーザ 

USER ＝一般ユーザ 
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第３章 コマンド詳細 
 

 

 以下に各コンソールコマンドの詳細を説明します。 
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３.１ SETAPON［アプリケーション電源投入設定］ 
 

SETAPONコマンドは、アプリケーション電源投入に関する設定を行います。 

８つのコンセント各々に対して３通りの設定が可能になっています。 

※同一のコンセントに対して、アプリケーション電源切断設定と重複する設定にすることはできません。 

 

コマンド形式 

SETAPON [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6],[引数7],[引数8],[引数9],[引数10] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100）

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50）
－ 

2 プロトコル1 

電源投入を許可する相手の通

信プロトコル 

NON = 設定無し 

TCP = TCP/IP 

UDP = UDP/IP 

NON 

3 IPアドレス1 

電源投入を許可する相手のIP

ｱﾄﾞﾚｽ 

IPアドレス 

127.0.0.1 

0.XXX.XXX.XXX 

224.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.0 

XXX.XXX.XXX.255 

以外の値) 

0.0.0.0 

4 

設定1

ポート番号1 

電源投入を許可する相手から

の電文受信用ﾎﾟｰﾄ番号 

1024～65535 0 

5 プロトコル2  

電源投入を許可する相手の通

信プロトコル 

引数2と同じ NON 

6 IPアドレス2 

電源投入を許可する相手のIP

ｱﾄﾞﾚｽ 

引数3と同じ 0.0.0.0 

7 

設定2

ポート番号2  

電源投入を許可する相手から

の電文受信用ﾎﾟｰﾄ番号 

引数4と同じ 0 

8 プロトコル3  

電源投入を許可する相手の通

信プロトコル 

引数2と同じ NON 

9 IPアドレス3 

電源投入を許可する相手のIP

ｱﾄﾞﾚｽ 

引数3と同じ 0.0.0.0 

10 

設定3

ポート番号3  

電源投入を許可する相手から

の電文受信用ﾎﾟｰﾄ番号 

引数4と同じ 0 

 

コマンド使用例 

SETAPON 1,TCP,192.168.1.11,2001,UDP,192.168.1.101,2002,NON,0.0.0.0,0 
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３.２ SETAPOFF［アプリケーション電源切断設定］ 
 

SETAPOFFコマンドは、アプリケーション電源切断に関する設定を行います。 

８つのコンセント各々に対して３通りの設定が可能になっています。 

※同一のコンセントに対して、アプリケーション電源投入設定と重複する設定にすることはできません。 

 

コマンド形式 

SETAPOFF [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6],[引数7],[引数8],[引数9],[引数

10] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100）

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50）
－ 

2 プロトコル1 

電源切断を許可する相手の通

信プロトコル 

NON = 設定無し 

TCP = TCP/IP 

UDP = UDP/IP 

NON 

3 IPアドレス1 

電源切断を許可する相手のIP

ｱﾄﾞﾚｽ 

IPアドレス 

(127.0.0.1 

0.XXX.XXX.XXX 

224.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.0 

XXX.XXX.XXX.255 

以外の値) 

0.0.0.0 

4 

設定1

ポート番号1 

電源切断を許可する相手から

の電文受信用ﾎﾟｰﾄ番号 

1024～65535 0 

5 プロトコル2  

電源切断を許可する相手の通

信プロトコル 

引数2と同じ NON 

6 IPアドレス2 

電源切断を許可する相手のIP

ｱﾄﾞﾚｽ 

引数3と同じ 0.0.0.0 

7 

設定2

ポート番号2  

電源切断を許可する相手から

の電文受信用ﾎﾟｰﾄ番号 

引数4と同じ 0 

8 プロトコル3  

電源切断を許可する相手の通

信プロトコル 

引数2と同じ NON 

9 IPアドレス3 

電源切断を許可する相手のIP

ｱﾄﾞﾚｽ 

引数3と同じ 0.0.0.0 

10 

設定3

ポート番号3  

電源切断を許可する相手から

の電文受信用ﾎﾟｰﾄ番号 

引数4と同じ 0 

 

コマンド使用例 

SETAPOFF 1,TCP,192.168.1.11,2011,UDP,192.168.1.101,2012,NON,0.0.0.0,0 
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３.３ SETCOM［サーバ通信用シリアルポート設定］ 
 

SETCOMコマンドは、サーバ側のシリアルポートに対する設定を行います。 

 

コマンド形式 

SETCOM [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100）

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50）
－ 

2 ボーレート 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄとのｼﾘｱﾙ通信条件(ﾎﾞｰﾚｰﾄ) 

1200 = 1200bps 

2400 = 2400bps 

4800 = 4800bps 

9600 = 9600bps 

19200=19200bps  

9600 

3 パリティ 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄとのｼﾘｱﾙ通信条件(ﾊﾟﾘﾃｨ) 

NON = ﾊﾟﾘﾃｨなし 

ODD = 奇数ﾊﾟﾘﾃｨ 

EVEN= 偶数ﾊﾟﾘﾃｨ 

NON 

4 データ長 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄとのｼﾘｱﾙ通信条件(ﾃﾞｰﾀ長) 

5 =5 ﾋﾞｯﾄ 

6 =6 ﾋﾞｯﾄ 

7 =7 ﾋﾞｯﾄ 

8 =8 ﾋﾞｯﾄ 

8 

5 ストップビット長 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄとのｼﾘｱﾙ通信条件(ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ)

1  =1 ﾋﾞｯﾄ 

1.5=1.5 ﾋﾞｯﾄ(ﾃﾞｰ

ﾀ長5bit時のみ) 

2  =2 ﾋﾞｯﾄ(ﾃﾞｰﾀ

長6-8bit時のみ)

1 

6 フロー制御 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄとのｼﾘｱﾙ通信条件(ﾌﾛｰ制御) 

NON = ﾌﾛｰ制御なし

HARD=ﾊｰﾄﾞ制御 

SOFT=ｿﾌﾄ制御 

SOFT 

 

コマンド使用例 

SETCOM 2,9600,NON,8,1,NON 
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３.４ SETFRONTSW［前面SW設定］ 

 

・電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチに関する設定を行う。（ＰＭＡＮモデル５０のみ） 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 ブザー鳴動有効/無効 

異常発生時等のブザー鳴動の有効/無

効 

ON =有効 

OFF=無効 

ON 

 

コマンド使用例 

SETFRONTSW ON 

 

 

 

 

３.５ SETHARD［ハードウェア設定］ 
 

SETHARDコマンドは、ハードウェアに関する設定を行います。 

 

コマンド形式 

SETHARD [引数1] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 ブザー鳴動有効/無効 

異常発生時等のブザー鳴動の有効/無

効 

ON =有効 

OFF=無効 

ON 

 

コマンド使用例 

SETHARD OFF 
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３.６ SETLAN［装置ネットワーク設定］ 
 

SETLANコマンドは、装置ネットワークに関する設定を行います。 

 

コマンド形式 

SETLAN [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6],[引数7],[引数8] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 ホスト名 

本装置をﾈｯﾄﾜｰｸに接続する際に使用す

るホスト名 

半角230文字までの英数

字 

空文字 

2 IPアドレス 

本装置をﾈｯﾄﾜｰｸに接続する際に使用す

るIP ｱﾄﾞﾚｽ 

IPアドレス 

(127.0.0.1 

0.XXX.XXX.XXX 

224.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.0 

XXX.XXX.XXX.255 

以外の値) 

192.168.1.1 

3 サブネットマスク 

本装置をﾈｯﾄﾜｰｸに接続する際に使用す

るｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 

マスク値 

先頭ビットから1が連続

していること 

1の間に0が含まれない

こと 

 

0.0.0.0 

4 ゲートウェイアドレス1 

本装置をﾈｯﾄﾜｰｸに接続する際に使用す

るﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲｱﾄﾞﾚｽ 

IPアドレス 

(127.0.0.1 

0.XXX.XXX.XXX 

224.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.0 

XXX.XXX.XXX.255 

以外の値) 

0.0.0.0 

5 ゲートウェイアドレス2 上記と同じ 0.0.0.0 

6 ゲートウェイアドレス3 上記と同じ 0.0.0.0 

7 ゲートウェイアドレス4 上記と同じ 0.0.0.0 

8 ゲートウェイアドレス5 上記と同じ 0.0.0.0 

 

※ゲートウェイアドレスには、デフォルトゲートウェイアドレスを設定してください。 

 優先順位は、最後に設定したゲートウェイアドレス番号のアドレスが有効となります。 

 

コマンド使用例 

SETLAN PMAN#01,192.168.100.11,255.255.255.0,192.168.100.21,0.0.0.0,0.0.0.0,0.0.0.0,0.0.0.0 

 

 

 
17



POW-FFC-E-0032-R04 
運用管理装置ＰＭＡＮモデル５０／１００ コマンドリファレンス 

 

３.７ SETNTP［時刻同期機能設定］ 
 

SETNTPコマンドは、時刻同期機能(NTP通信)に関する設定を行います。 

 

コマンド形式 

SETNTP [引数1],[引数2],[引数3] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 時刻同期有効/無効 

NTPを使用しての時刻同期の有効/無効

ON =有効 

OFF=無効 

OFF 

2 NTPサーバIPアドレス 

時刻同期に用いるｻｰﾊﾞのIP ｱﾄﾞﾚｽ 

IPアドレス 

(127.0.0.1 

0.XXX.XXX.XXX 

224.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.0 

XXX.XXX.XXX.255 

以外の値) 

0.0.0.0 

3 時刻同期間隔 

時刻同期の間隔。0指定は、起動時に1

度だけ時刻同期を行います。 

0～1440(分) 1440 

 

コマンド使用例 

SETNTP ON,192.168.10.241,60 
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３.８ SETOUTLET［コンセント設定］ 
 

SETOUTLETコマンドは、コンセントの接続機器、電源投入/切断タイミング等の設定を行います。 

 

コマンド形式 

SETOUTLET [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6],[引数7],[引数8] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100） 

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50） 
－ 

2 コンセント名称 

ｺﾝｾﾝﾄの名称 

半角31文字までの英

数字 

空文字 

3 接続機器 

接続されているｴｰｼﾞｪﾝﾄの装置ﾀｲﾌﾟ 

※注意事項 

  接続機器を Windows 系サーバから他

の機器に変更する場合のみ以下の設定

も自動的に変更されます。(Windows系

サーバでのみ使用可能な機能が存在す

るため)このような操作を実行される

場合には、それらの設定項目もあわせ

て見直しをする必要があります。 

 

 

③については既に設定されている時間

値にて動作します。(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値:0) 

この値は接続する機器に合わせて設定

しなおしてください。 

(コマンドSETWATCHSTART参照) 

 

 設定項目 変更前 変更後

① サーバ起動 

完了監視 

ON OFF 

② ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ 

ﾀｲﾏ監視 

ON OFF 

③ ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ信

号監視動作 

DR WT 

ON = 有効 

OFF= 無効 

DR = サーバのＤＳＲ信号のＯＮを 

検出後監視開始 

WT = サーバ監視開始待ち時間経過後

監視開始 

NON=未接続 

WS=ワークステーシ

ョン(UNIX) 

PC=Windows 

PERI=周辺機器 

UPSIF=UPS装置I/F 

PERI 

4 リモート電源投入有効/無効 

ﾘﾓｰﾄからの電源投入の許可/禁止 

ON =有効 

OFF=無効 

ON 
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引数番号 内容 設定値 初期値 

5 リモート電源切断有効/無効 

ﾘﾓｰﾄからの電源切断の許可/禁止 

ON =有効 

OFF=無効 

ON 

6 電源投入待ち時間 

電源投入ｲﾍﾞﾝﾄ発生から AC 出力の開始

までの待ち時間 

10～1800（秒） 10～17(ｺﾝｾﾝﾄ

毎に1秒ずつ長

くなっている)

7 シャットダウン通知待ち時間 

電源切断ｲﾍﾞﾝﾄが発生してからｴｰｼﾞｪﾝﾄ

に通知するまでの待ち時間 

0～1800（秒） 0 

8 シャットダウン待ち時間 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理開始から AC 出

力を停止するまでの待ち時間 

0～120（分） 3 

 

コマンド使用例 

SETOUTLET 3,MACHINE#03,WS,ON,ON,13,3,5 
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３.９ SETSCRIPT［スクリプト設定］ 
 

SETSCRIPT コマンドは、ワークステーションおよび一部の周辺機器に対するシャットダウンのためのログイ

ン、シャットダウンスクリプトの設定を行います。 

 

※本コマンドは、コマンド実行後スクリプト入力モードになります。 

『/EOT』をスクリプトの終端に入力し改行することにより、スクリプト入力モードは完了します。 

スクリプトは改行を含む511文字までの英数字が入力できます。 

 

コマンド形式 

SETSCRIPT [引数1],[引数2] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100）

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50）
－ 

2 スクリプト種別 LOGON =ログオン 

SHUTDOWN=通常シ

ャットダウン 

POWERFAIL=停電時

シャットダウン  

空文字 

 

コマンド使用例 

SETSCRIPT 4,LOGON 
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３.１０ SETSNMPTRAP［ＳＮＭＰトラップ設定］ 
 

SETSNMPTRAPコマンドは、ＳＮＭＰトラップの通知先IPアドレスおよびコミュニティ名を設定します。 

 

コマンド形式 

SETSNMPTRAP [引数1],[引数2],[引数3] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 データ番号 1～5 － 

2 コミュニティ名 

SNMP ﾄﾗｯﾌﾟ通知で使用するｺﾐｭﾆﾃｨ名 

半角200 文字まで

の英数字 

－ 

3 通知先IPアドレス 

SNMP ﾄﾗｯﾌﾟ通知で使用する通知先 

IPアドレス 

(127.0.0.1 

0.XXX.XXX.XXX 

224.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.0 

XXX.XXX.XXX.255 

以外の値) 

－ 

 

コマンド使用例 

SETSNMPTRAP 1,PMANNET,192.168.1.11 
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３.１１ SETSNMPCOMMUNITY［ＳＮＭＰコミュニティ設定］ 
 

SETSNMPCOMMUNITYコマンドは、ＳＮＭＰコミュニティ名を設定します。 

 

コマンド形式 

SETSNMPCOMMUNITY [引数1],[引数2] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 データ番号 1～5 － 

2 コミュニティ名 

SNMP ｱｸｾｽで使用するｺﾐｭﾆﾃｨ名 

半角200 文字まで

の英数字 

空文字 

 

コマンド使用例 

SETSNMPCOMMUNITY 1,PMANNET 

 

 

３.１２ SETSNMPNAME［ＳＮＭＰ名称設定］ 
 

SETSNMPNAMEコマンドは、ＳＮＭＰの連絡先および、装置設置場所を設定します。 

 

コマンド形式 

SETSNMPNAME [引数1],[引数2] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 装置設置場所 

SNMP ｱｸｾｽで使用する装置設置場所 

半角230 文字まで

の英数字 

空文字 

2 連絡先 

SNMP ｱｸｾｽで使用する連絡先 

半角230 文字まで

の英数字 

空文字 

 

コマンド使用例 

SETSNMPNAME FACTORY01-E03-5F,3897-6470 
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３.１３ SETSNMPACCESS［ＳＮＭＰアクセス許可アドレス設定］ 
 

SETSNMPACCESSコマンドは、ＳＮＭＰアクセスを許可するアドレスを設定します。 

 

コマンド形式 

SETSNMPACCESS [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 アクセス許可IPアドレス1 

SNMP ｱｸｾｽを許可するIP ｱﾄﾞﾚｽ 

IPアドレス 

(127.0.0.1 

0.XXX.XXX.XXX 

224.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.0 

XXX.XXX.XXX.255 

以外の値) 

－ 

2 アクセス許可IPアドレス2 上記と同じ － 

3 アクセス許可IPアドレス3 上記と同じ － 

4 アクセス許可IPアドレス4 上記と同じ － 

5 アクセス許可IPアドレス5 上記と同じ － 

 

コマンド使用例 

SETSNMPACCESS 192.168.1.11,192.168.1.12,192.168.1.101,192.168.1.102,0.0.0.0 
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３.１４ SETUSER［ユーザ情報設定］ 
 

SETUSERコマンドは、ユーザの追加、変更、削除を行います。 

 

コマンド形式 

SETUSER [引数1],[引数2],[引数3],[引数4]   （追加時、削除時） 

SETUSER [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6] （変更時） 

 

コマンド引数（追加時） 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 設定種別 ADD=追加 － 

2 ユーザ種別 

ユーザIDに対応するユーザ権限 

ROOT =ルートユーザ 

ADMIN＝管理ユーザ 

USER ＝一般ユーザ 

－ 

3 ユーザID 

本装置のﾛｸﾞｲﾝ名 

半角1～8文字 － 

4 パスワード 

ユーザIDに対応するパスワード 

半角6～8文字 － 

 

コマンド引数（削除時） 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 設定種別 DEL=削除 － 

2 ユーザ種別 

ユーザIDに対応するユーザ権限 

ROOT =ルートユーザ 

ADMIN＝管理ユーザ 

USER ＝一般ユーザ 

－ 

3 ユーザID 

本装置のﾛｸﾞｲﾝ名 

半角1～8文字 － 

4 パスワード 

ユーザIDに対応するパスワード 

半角6～8文字 － 
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コマンド引数（変更時） 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 設定種別 CHG=変更 － 

2 ユーザ種別 

変更前のユーザIDに対応するユーザ権

限 

ROOT =ルートユーザ 

ADMIN＝管理ユーザ 

USER ＝一般ユーザ 

－ 

3 現行ユーザID 

本装置の変更前のログイン名 

半角1～8文字 － 

4 現行パスワード 

変更前のユーザIDに対応する 

パスワード 

半角6～8文字 － 

5 変更後ユーザID  

本装置の変更後のﾛｸﾞｲﾝ名 

半角1～8文字 － 

6 変更後パスワード 

変更後のユーザIDに対応するパスワー

ド 

半角6～8文字 － 

 

 

コマンド使用例 

SETUSER ADD,USER,USER01,XXXXXXXX 

SETUSER DEL,ADMIN,ADMINIST,XXXXXXXX 

SETUSER CHG,ADMIN,ADMINIST,XXXXXXXX,ADMSTRTR,XXXXXXXX 
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３.１５ SETUPS［ＵＰＳ設定］ 
 

SETUPSコマンドは、ＵＰＳの設定を行います。 

 

コマンド形式 

SETUPS [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 UPS待ち時間 

UPSから停電信号を受けてからｴｰｼﾞｪﾝﾄ

のｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｼｰｹﾝｽを開始するまでの待

ち時間 

0～180（分） 5 

2 UPS停止有効/無効 

UPS停電検出後、全AC ｺﾝｾﾝﾄを出力停止

した後のUPS出力停止の有効/無効 

ON =有効 

OFF=無効 

ON 

3 UPS停止待ち時間 

（UPS出力停止設定が有効な場合に） 

UPS停電検出後、全AC ｺﾝｾﾝﾄを出力停止

した後の UPS 出力停止を実行するまで

の待ち時間 

 

0～1800（秒） 10 

4 復電有効/無効 

停電によりｴｰｼﾞｪﾝﾄへの AC 出力を停止

した後に復電した場合の、AC出力自動

開始の有効/無効 

ON =有効 

OFF=無効 

ON 

5 バッテリ低下後復電有効/無効 

UPS ﾊﾞｯﾃﾘ低下によりｴｰｼﾞｪﾝﾄへのAC出

力を停止した後に復電した場合の、AC

出力自動開始の有効/無効 

ON =有効 

OFF=無効 

ON 

 

コマンド使用例 

SETUPS ON,3,ON,ON 
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３.１６ SETUPSIF［ＵＰＳ装置Ｉ／Ｆ設定］ 
 

SETUPSIFコマンドは、サーバのＵＰＳ装置インタフェース接続に関する設定を行います。 

 

※本コマンドで設定した値は、SETOUTLETコマンドの第３引数、接続機器がUPSIFの時のみ使用されます。 

 

コマンド形式 

SETUPSIF [引数1],[引数2]     (SMART-UPS時) 

SETUPSIF [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6] (接点型UPS時) 

 

コマンド引数(SMART-UPS時) 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100）

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50）
－ 

2 接続UPS種別 SM= SMART-UPS SM 

 

コマンド引数(接点型UPS時) 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100）

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50）
－ 

2 接続UPS種別 SG=接点型UPS SM 

3 電源障害信号 HI=正論理 

LO=負論理 

HI 

4 バッテリ低下信号 HI=正論理 

LO=負論理 

HI 

5 UPS出力停止信号 HI=正論理 

LO=負論理 

HI 

6 電源切断方法 

(DTR(UPS 出力停止)信号による電源切

断の有効／無効) 

ON=有効 

OFF=無効 

 

ON 

 

コマンド使用例 

SETUPSIF 3,SM 

SETUPSIF 5,SG,HI,HI,HI,ON 
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３.１７ SETTIME［時刻設定］ 
 

SETTIMEコマンドは、時刻の設定を行います。 

 

コマンド形式 

SETTIME [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 年 2000～2099 － 

2 月 1～12 － 

3 日 1～31（最大値は月

により変化） 

－ 

4 時 0～23 － 

5 分 0～59 － 

6 秒 0～59 － 

 

コマンド使用例 

SETTIME 2002,10,26,18,49,0 
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３.１８ SETTELVALID［ＴＥＬＮＥＴ透過通信接続許可／禁止設定］ 

 

 

各コンセント毎にＴＥＬＮＥＴ透過通信接続の許可、禁止設定を行います。 

ここで禁止設定を行ったコンセントは、クライアントからのＴＥＬＮＥＴ接続を無視します。 

 

コマンド形式 

SETTELVALID [引数1],[引数2] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100）

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50）
－ 

２ TELNET透過通信接続許可/禁止設定 ON =許可 

OFF=禁止 

ON 

 

コマンド使用例 

SETTELVALID 2,ON 
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３.１９ SETWATCH［監視設定］ 
 

SETWATCHコマンドは、サーバ監視の設定を行います。 

 

コマンド形式 

SETWATCH [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6],[引数7],[引数8],[引数9],[引数

10],[引数11],[引数12],[引数13] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 1～8（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100）

1～2（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50）
－ 

2 PING監視有効/無効 

ｻｰﾊﾞおよび周辺機器に対してのPING通

信を使用しての通信監視の有効/無効 

ON =有効 

OFF=無効 

OFF 

3 PING監視対象IPアドレス 

PING監視を行うｻｰﾊﾞおよび周辺機器の

IP ｱﾄﾞﾚｽ 

IPアドレス 

(127.0.0.1 

0.XXX.XXX.XXX 

224.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.0 

XXX.XXX.XXX.255 

以外の値) 

0.0.0.0 

4 PING監視間隔 

ｻｰﾊﾞおよび周辺機器に対してPING通信

を行う間隔 

1～1800（秒） 60 

5 PING監視応答待ち時間 

ｻｰﾊﾞおよび周辺機器に対してPING通信

を行った後に、返信を待つ間隔 

5～1800（秒） 10 

6 PING監視リトライ回数 

ｻｰﾊﾞおよび周辺機器に対してPING通信

のﾚｽﾎﾟﾝｽ待ちﾀｲﾑｱｳﾄを検出した際に、

PING通信を再実行する回数 

0～10 5 

7 ウオッチドッグ監視有効/無効 ON =有効 

OFF=無効 

OFF 

8 ウオッチドッグ監視間隔 1～1800（秒） 60 

9 ウオッチドッグ監視応答待ち時間 10～1800（秒） 10 

10 ウオッチドッグ監視リトライ回数 0～10 5 

11 IPL監視有効/無効 ON =有効 

OFF=無効 

OFF 

12 IPL監視時間 0～120（分） 10 

13 DSR監視有効/無効 

ｼﾘｱﾙ通信のDSR信号監視の有効/無効 

ON =有効 

OFF=無効 

OFF 

 

コマンド使用例 

SETWATCH 2,ON,192.168.1.11,300,10,3,ON,30,10,5,ON,5,ON 
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３.２０ SETSDLPATTERN［スケジュール運用パターン設定］ 
    

  SETSDLPATTERNコマンドは運用パターンの追加、削除を行います。 

 

  コマンド形式 

 SETSDLPATTERN [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6],[引数7],[引数8],[引数9],[引

数10],[引数11],[引数12],[引数13]（追加時） 

 SETSDLPATTERN [引数1],[引数2],[引数3]（削除時） 

 

  コマンド引数（追加時） 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 運用パターン番号 A～J － 

2 設定種別 ADD=追加 － 

3 運用パターン名 0～32文字 － 

4 時 0～23 － 

5 分 0～59 － 

6 電源ON/OFF種別(コンセント１) ON=電源ON 

OFF=電源OFF 

－ 

7 電源ON/OFF種別(コンセント２) 上記と同じ － 

8 電源ON/OFF種別(コンセント３)※1 上記と同じ － 

9 電源ON/OFF種別(コンセント４)※1 上記と同じ － 

10 電源ON/OFF種別(コンセント５)※1 上記と同じ － 

11 電源ON/OFF種別(コンセント６)※1 上記と同じ － 

12 電源ON/OFF種別(コンセント７)※1 上記と同じ － 

13 電源ON/OFF種別(コンセント８)※1 上記と同じ － 

 

  コマンド引数（削除時） 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 運用パターン番号 A～J － 

2 設定種別 DEL=削除 － 

3 情報番号 0=一括クリア 

1～20=情報番号設

定値クリア 

－ 

 

※1 ＰＭＡＮモデル１００でのみ使用可能なパラメータ 

 

  コマンド使用例 

   ・ＰＭＡＮモデル５０の場合 

 SETSDLPATTERN A,ADD,PATTERN-A,0,1,ON,ON 

 SETSDLPATTERN A,DELL,0 

 

   ・ＰＭＡＮモデル１００の場合 

 SETSDLPATTERN A,ADD,PATTERN-A,0,1,ON,ON,ON,ON,ON,ON,ON,ON 

 SETSDLPATTERN A,DELL,0 
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３.２１ SETSDLDAY［特定日スケジュール設定］ 
   

  SETSDLDAYコマンドは特定日に実行する運用パターンの追加、削除を行います。 

 

  コマンド形式 

    SETSDLDAY [引数1],[引数2],[引数3],[引数4]（追加時） 

    SETSDLDAY [引数1],[引数2],[引数3]（削除時） 

 

  コマンド引数（追加時） 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 月 1～12 － 

2 日 1～31 － 

3 日パターン種別 A～J=運用パター

ン番号 

NOL=平日 

HOL=休日 

STP=休止日 

－ 

4 実行後保存有無 ON=実行後保存 

OFF=実行後削除 

－ 

 

  コマンド引数（削除時） 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 月 1～12 － 

2 日 1～31 － 

3 日パターン種別 NON=設定解除 － 

 

  コマンド使用例 

  SETSDLDAY 1,1,A,ON 

 SETSDLDAY 1,1,NON 
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３.２２ SETSDLWEEKLY［週間スケジュール設定］ 
 

  SETSDLWEEKLYコマンドは曜日毎に実行する運用パターンの設定を行います。 

 

  コマンド形式 

 SETSDLWEEKLY [引数1],[引数2],[引数3],[引数4],[引数5],[引数6],[引数7] 

 

  コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 曜日パターン種別(日曜日) A～J=運用パター

ン番号 

NOL=平日 

HOL=休日 

STP=休止日 

HOL 

2 曜日パターン種別(月曜日) 上記と同じ NOL 

3 曜日パターン種別(火曜日) 上記と同じ NOL 

4 曜日パターン種別(水曜日) 上記と同じ NOL 

5 曜日パターン種別(木曜日) 上記と同じ NOL 

6 曜日パターン種別(金曜日) 上記と同じ NOL 

7 曜日パターン種別(土曜日) 上記と同じ HOL 

 

  コマンド使用例 

   SETSDLWEEKLY HOL,NOL,A,B,C,D,STP 

 

 

 

 

３.２３ SETSDLHOLIDAY［平日／休日スケジュール設定］ 
 

SETSDLHOLIDAYコマンドは平日、休日に実行する運用パターンの設定を行います。 

   

  コマンド形式 

 SETSDLHOLIDAY [引数1],[引数2] 

 

  コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 パターン種別(平日) A～J=運用パター

ン番号 

NON=設定解除 

NON 

2 パターン種別(休日) 上記と同じ NON 

 

  コマンド使用例 

 SETSDLHOLIDAY A,J 
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３.２４ SETSDLFOLLOW［スケジュール追従設定］ 
 

  SETSDLFOLLOWコマンドはスケジュール追従の有効／無効設定を行います。 

 

  コマンド形式 

   SETSDLFOLLOW [引数1] 

 

  コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 追従有無 ON=追従する 

OFF=追従しない 

OFF 

 

  コマンド使用例 

 SETSDLFOLLOW ON 

 

 

３.２５ SETSDLVALID［スケジュール有効／無効設定］ 
 

  SETSDLVALIDコマンドはスケジュールの有効／無効設定を行います。 

 

コマンド形式 

   SETSDLVALID [引数1] 

 

  コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 有効／無効 ON=有効 

OFF=無効 

OFF 

 

  コマンド使用例 

 SETSDLVALID ON 

 

 

 

 

 

 

 
35



POW-FFC-E-0032-R04 
運用管理装置ＰＭＡＮモデル５０／１００ コマンドリファレンス 

 

３.２６ ALLGET［装置設定取得］ 
 

ALLGETコマンドは、装置の現行設定を取得します。 

取得される設定項目は、各設定コマンドの形式で表示されます。 

 

コマンド形式 

ALLGET 

 

コマンド引数 

無し 

 

３.２７ ALLSET［装置設定］ 
 

ALLSETコマンドは、装置一括設定を行います。 

設定に用いるデータは、装置設定取得で取得したデータを使用する 

 

※コマンド実行後は一括設定入力モードになり、『/E』の後に改行が入力されるまで続けられます。 

 

コマンド形式 

ALLSET 

 

コマンド引数 

無し 

 

３.２８ DEFAULT［設定初期化］ 
 

DEFAULTコマンドは、装置設定を初期化し工場出荷の状態に戻します。 

 

コマンド形式 

DEFAULT 

 

コマンド引数 

無し 
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３.２９ DUMP［メモリダンプ］ 
 

DUMPコマンドは、引数にて指定されたエリアのメモリダンプを表示します。 

メモリダンプの単位は２バイト単位です。奇数バイト分の表示指定を行うと、１バイト分追加された形で表

示されます。 

 

コマンド形式 

DUMP [引数1],[引数2] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 

1 ダンプ開始アドレス メモリアドレス(1～6桁の16進表記) 

2 ダンプ終了アドレス メモリアドレス(1～6桁の16進表記) 

 

※メモリアドレス0xF00000～0xFFEFFF, 及び 0xFFFFFF 以降はアクセス禁止領域です。ダンプするエリアに

この領域が含まれていてはいけません。 

 

コマンド使用例 

DUMP 4A0000,57FFFF 

 

 

３.３０ HELP［ヘルプ］ 
 

HELPコマンドは、コマンドの一覧表示を行います。 

 

コマンド形式 

HELP 

 

コマンド引数 

無し 

 

 

３.３１ LOGCLR［運用ログクリア］ 
 

LOGCLRコマンドは、装置内に蓄積されている運用ログをクリアします。 

 

コマンド形式 

LOGCLR 

 

コマンド引数 

無し 
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３.３２ LOGOFF［設定モードログオフ］ 
 

LOGOFFコマンドは、コマンド入力画面からログオフします。 

 

コマンド形式 

LOGOFF 

 

コマンド引数 

無し 

 

 

３.３３ LOGVIEW［ログ表示］ 
 

LOGVIEWコマンドは、装置内に蓄積されている運用ログを表示します。 

 

コマンド形式 

LOGVIEW [引数1] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 

1 表示件数 0～ 

 

コマンド使用例 

LOGVIEW 100 

 

 

３.３４ POWER［電源投入／切断］ 
 

POWERコマンドは、引数にて指定された各コンセントに対する電源投入／切断を行います。 

 

コマンド形式 

POWER [引数1],[引数2] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 

1 コンセント番号 1～8 or ALL（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100） 

1～2 or ALL（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50） 

※ALL を指定した場合には全コンセント

に対して電源投入/切断を行います。 

2 電源投入/切断指定 ON =電源投入 

OFF=電源切断 

 

コマンド使用例 

POWER 6,ON 
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３.３５ RESET［運用管理装置再起動］ 

 

RESETコマンドは、運用管理装置を再起動します。 

 

コマンド形式 

RESET 

 

コマンド引数 

無し 

 

 

３.３６ SAVE［装置設定の不揮発メモリへの格納］ 
 

SAVEコマンドは、設定系コマンドで設定された項目を運用管理装置内の不揮発メモリに記録します。 

 

コマンド形式 

SAVE 

 

コマンド引数 

無し 

 

 

３.３７ WSCONNECT［サーバ透過通信開始］ 
 

WSCONNECT コマンドは、引数に指定されたコンセントに接続されているワークステーションサーバおよび一

部の周辺機器に対して透過接続を行います。本コマンドはＴＥＬＮＥＴ管理コンソールでは使用できません。 

 

コマンド形式 

WSCONNECT [引数1] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 

1 コンセント番号 1～8 or ALL（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100） 

1～2 or ALL（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50） 

 

コマンド使用例 

WSCONNECT 7 
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３.３８ TELNETCUT［TELNET透過通信切断］ 
 

TELNETCUT コマンドは、引数に指定されたコンセントに接続されているワークステーションサーバおよび一

部の周辺機器に対するＴＥＬＮＥＴ透過通信を切断します。本コマンドはＴＥＬＮＥＴ管理コンソールでは使

用できません。 

 

コマンド形式 

TELNETCUT [引数1] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 

1 コンセント番号 1～8 or ALL（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100） 

1～2 or ALL（PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50） 

 

コマンド使用例 

TELNETCUT 8 

 

 

３.３９ TRACE［ユーザトレース有効/無効］ 
 

TRACEコマンドは、ユーザトレースの有効/無効を行います。 

無効～有効の間はユーザトレースが行われません。 

 

コマンド形式 

TRACE [引数1] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 

1 ユーザトレース有効/無効 ON =有効 

OFF=無効 

 

コマンド使用例 

TRACE ON 

 

 

３.４０ VIEW［設定情報表示］ 
 

VIEWコマンドは、運用管理装置に設定されている情報を表示します。 

 

コマンド形式 

VIEW 

 

コマンド引数 

無し 
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３.４１ SDLCLEAR［スケジュール設定初期化］ 

 

   SDLCLEARコマンドは、スケジュール設定の初期化を行います。 

 

   コマンド形式 

     SDLCLEAR 

 

   コマンド引数 

    無し 
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３.４２ SETUPSRESTORE［UPS復電処理モード設定］ 

 

ＵＰＳ復電検出時にコンセント電源投入を開始するタイミングを設定する。 

 

コマンド形式 

SETUPSRESTORE [引数1] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

１ ＵＰＳ復電検出時動作 

各ACコンセントを停止中に復電した場

合に全コンセントの停止を待ってから

復電処理を開始するか、停止に成功し

たコンセントから順番に復電処理を行

うかを選択する。 

ALL    

=一括投入 

ONE 

=個別投入 

ONE 

 

 

コマンド使用例 

SETUPSRESTORE ONE 
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３.４３ SETWATCHSTART［サーバ監視開始待ち時間設定］ 

 

  サーバ監視の監視待ち時間を設定する。 

 

コマンド形式 

SETWATCHSTART [引数1],[引数2],[引数3],[引数 4] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセント番号 

 

1～8(PMAN ﾓﾃﾞﾙ 100)

1～2(PMAN ﾓﾃﾞﾙ 50) 

 

2 ＰＩＮＧ監視の開始待ち時間 

コンセント投入後からＰＩＮＧ監視

を開始するまでの待ち時間を設定しま

す。 

0～7200（秒） 0 

3 シリアルポート（ＤＳＲ信号）監視開

始動作 

コンセント投入後にシリアルポート

（ＤＳＲ信号）監視を開始する条件を

設定します。 

DR = サーバのＤＳＲ

信号のＯＮを検出後

監視開始(※) 

WT =サーバ監視開始

待ち時間経過後監視

開始 

※接続機器として 

“Ｗｉｎｄｏｗｓ系

サーバ”を選択した

場合のみ使用可能な

設定値です。 

WT 

4 シリアルポート（ＤＳＲ信号）監視の

開始待ち時間 

３項にてサーバ監視開始待ち時間経過

後監視開始を選択した場合に有効な設

定となります。 

 コンセント投入後からシリアルポー

ト（ＤＳＲ信号）監視を開始するまで

の待ち時間を設定します。 

0～7200（秒） 0 

 

コマンド使用例 

SETWATCHSTART 1,120,WT,120 
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３.４４ SETNFB［コンセントボックススイッチOFF検出時処理モード設定］ 

 

  コンセントボックススイッチOFF検出時にコンセントの状態を停止するか否かを設定する。 

（ＰＭＡＮモデル１００のみ） 

 

コマンド形式 

SETNFB [引数1] 

 

コマンド引数 

引数番号 内容 設定値 初期値 

1 コンセントボックススイッチＯＦＦ 

検出時動作 

CON=コンセント状

態保持 

STOP=コンセント

即停止 

STOP 

 

コマンド使用例 

SETNFB STOP 
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第４章 留意事項 
 

４.１ ALLGET，ALLSET 

 

  ターミナルソフトからALLGET コマンドにて表示された現行設定情報をコピー＆ペーストを用いてテキストエ

ディタなどへ貼りつける場合に1行の設定情報が2行に渡った文字列となり、途中に改行コードが入ることがあ

ります。その場合は、ALLSETコマンドにて設定情報をリストアする時にエラーとなります。 

ALLGETコマンドにて現行設定情報を取得する場合は、改行が入らないようご注意ください。 
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